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●住みよい生活環境づくりのため 
　　下水道に加入しましょう……………………Ｐ2 
●集落活動の活性化が図られた 
　　中山間地域等直接支払制……………………Ｐ3 
●羽ばたけ　未来へ 
　　平成16年度成人式……………………………Ｐ4～5

ふるさとの夏の夜を満喫 
　恒例の「野沢ふるさと夏まつり」が、8月15日、 
マイロード通りで行われました。 
　夏まつりは、桐々舞による「野沢甚句」など7曲 
のYOSAKOI踊りで開始。その後、四五六会と睦 
会の演奏する会津磐梯山の音頭に合わせ、浴衣姿 
や思い思いの姿に仮装した参加者たちが、自慢の 
踊りを披露し、見物客から大きな歓声を受けてい 
ました。 
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　下水道（浄化槽）の使用にあたって 
　下水道施設（浄化槽）は多額の経費を投 
入した施設です。使用方法を誤ると故障の 
原因となります。１人ひとり注意し、正し 
く使用しましょう。 
・トイレットペーパーを使用しましょう 
・生ゴミや油を流さない 
・「無リン」の洗剤を使用しましょう 
 
 
　排水管清掃業者にご注意を 
　最近、各家庭を訪問し、排水設備の清掃 
業務を勧誘する業者が多数現れています。 
　排水設備は個人の設備であることから、 
町がそのために業者を派遣、紹介すること 
はありません。 
　必要がない場合は、毅然とした態度で断 
るようにしてください。 

上野尻 

下野尻 

45

         野
尻
地
区
 

農
業
集
落
排
水
事
業
に
着
手
 

　
上
野
尻
（
新
村
地
区
を
除
く
）
と
 

下
野
尻
地
区
を
対
象
と
し
た
生
活
排
 

水
処
理
施
設
の
整
備
を
本
年
度
か
ら
 

着
手
し
ま
し
た
。
 

　
本
年
度
は
、
管
路
や
処
理
場
の
実
 

施
設
計
等
を
進
め
、
本
格
的
な
工
事
 

は
来
年
度
か
ら
と
な
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
新
村
地
区
に
つ
い
て
は
、
 

個
別
排
水
事
業
に
よ
り
整
備
を
図
る
 

計
画
で
す
。
 

個
別
排
水
処
理
事
業
を
 

　
　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
 

　
町
で
は
、
公
共
下
水
道
事
業
や
農
 

業
集
落
排
水
事
業
の
整
備
区
域
に
含
 

ま
れ
な
か
っ
た
地
区
の
方
に
も
清
潔
 

で
快
適
な
居
住
環
境
を
提
供
す
る
た
 

め
、
本
年
度
か
ら
「
個
別
排
水
処
理
 

事
業
」
に
着
手
し
ま
し
た
。
 

　
本
事
業
は
、
各
戸
ご
と
に
町
が
合
 

併
浄
化
槽
の
設
置
を
図
る
も
の
で
、
 

集
落
単
位
で
の
整
備
を
基
本
に
事
業
 

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
本
年
度
事
業
に
つ
い
て
は
、
「
向
 

原
」、「
上
田（
梨
平
）」、「
小
綱
木
」、
 

「
山
浦
」、「
松
峯
」
の
五
地
区
を
対
 

象
に
、
五
十
三
基
の
施
設
設
置
工
事
 

を
現
在
実
施
し
て
お
り
、
完
成
し
た
 

と
こ
ろ
か
ら
順
次
供
用
を
開
始
し
て
 

い
ま
す
。
 

　
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継
 

続
的
に
事
業
を
実
施
し
、
将
来
的
に
 

は
八
百
基
の
施
設
を
整
備
す
る
考
え
 

で
す
。
 

　
事
業
導
入
を
希
望
さ
れ
る
自
治
区
 

は
下
水
道
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
下
水
道
課
　
　
　
　
│
４
５
３
５
 

浄化槽の設置工事（小綱木地区） 

　
町
で
は
、「
第
二
次
下
水
道
整
備
基
本
構
想
」
に
基
づ
き
、「
特
定
環
 

境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
」
や
「
農
業
集
落
排
水
事
業
」、「
個
別
排
水
 

処
理
事
業
」
の
三
事
業
を
並
行
導
入
し
、
積
極
的
に
整
備
促
進
を
図
っ
 

て
い
ま
す
。
 

　
下
水
道
は
、
「
ト
イ
レ
の
水
洗
化
」、「
生
活
排
水
処
理
な
ど
に
よ
る
 

住
環
境
の
改
善
」
な
ど
の
目
的
の
ほ
か
、
「
河
川
や
海
の
水
質
保
全
」
 

な
ど
大
き
な
目
的
を
も
っ
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
接
続
可
能
と
な
 

っ
て
い
る
家
庭
に
つ
い
て
は
、
早
め
に
下
水
道
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
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 本
制
度
実
施
に
よ
る
効
果
 

　
こ
れ
ま
で
各
集
落
協
定
組
合
な
ど
 

で
は
、
農
地
や
法
面
な
ど
の
定
期
点
 

検
や
水
路
の
堰
上
げ
、
道
路
の
草
刈
 

り
な
ど
の
【
農
地
や
道
路
・
水
路
の
 

維
持
管
理
活
動
】
や
、
沿
道
へ
の
花
 

の
植
付
け
、
河
川
清
掃
を
は
じ
め
と
 

す
る
【
住
み
良
い
環
境
づ
く
り
の
た
 

め
の
活
動
】
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
効
果
が
 

現
れ
て
い
ま
す
。
 

 　
　
　
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
 

 　
協
定
農
用
地
に
お
け
る
耕
作
放
棄
 

地
の
発
生
が
防
止
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
 

意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
周
辺
農
地
や
 

林
地
等
も
積
極
的
に
管
理
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

　
　
　
持
続
的
な
農
業
生
産
活
動
 

　
　
　
の
た
め
の
体
制
整
備
 

　
農
業
機
械
・
施
設
の
共
同
利
用
、
 

農
作
業
受
委
託
促
進
、
転
作
作
物
の
 

団
地
化
な
ど
、
集
落
協
定
締
結
を
契
 

機
に
生
産
性
や
収
益
を
向
上
さ
せ
る
 

た
め
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
集
落
協
定
で
の
話
し
合
い
や
水
路
 

・
農
道
の
管
理
に
つ
い
て
も
、
農
業
 

生
産
活
動
の
た
め
の
体
制
が
少
し
ず
 

つ
整
っ
て
き
ま
し
た
。
 

　
　
　
多
面
的
機
能
の
維
持
増
進
 

　
　
　
に
向
け
た
取
り
組
み
 

　
周
辺
林
地
の
管
理
や
土
壌
流
出
な
 

ど
に
配
慮
し
た
農
地
・
国
土
の
保
全
 

的
意
味
合
い
の
強
い
活
動
が
積
極
的
 

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
 

か
、
交
流
活
動
や
地
域
の
美
化
活
動
 

が
多
く
の
集
落
で
実
施
さ
れ
、
地
域
 

活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
 

             今
後
の
制
度
継
続
に
つ
い
て
 

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
 

本
年
度
が
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
 

平
成
十
七
年
度
以
降
、
こ
の
制
度
が

継
続
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
。
 

　
町
で
は
、
こ
の
制
度
が
集
落
営
農
 

の
維
持
発
展
と
地
域
の
活
性
化
に
不
 

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
 

制
度
継
続
を
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
 

す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

農
林
課
農
政
係
 
　
 
│
４
５
３
１
 

集落活動の活性化が図られた 
　　中山間地域等直接支払制度 

集落数41地域（参加者数728人） 

農 用 地 面 積 

内　急 傾 斜 地 

訳　緩 傾 斜 地 

交 付 金 総 額 

集落最高交付額 

集落平均交付額 

４２９．６１ha 

２１４．３２ha 

２１５．２９ha 

62 , 255 , 000円 

4 , 292 , 000円 

1 , 518 , 415円 

農業者数　10人 

農 用 地 面 積 

内　急 傾 斜 地 

訳　緩 傾 斜 地 

交 付 金 総 額 

平 均 交 付 額  

４４．８３ha 

３．６４ha 

４１．１９ha 

4 , 3 42 , 0 00円 

434 , 200円 

農 用 地 面 積 

内　急 傾 斜 地 

訳　緩 傾 斜 地 

交 付 金 総 額 

本年度増加面積 

４７４．４４ha 

２１７．９６ha 

２５６．４８ha 

66 , 597 , 000円 

６．４１ha

45

耕作放棄地を利用しての景観づくり（中ノ沢） 

農道の整備に取り組む（中町） 

　中山間地域は、農林産物を生産する重要な場であると 
ともに、洪水や土砂崩壊を防止する機能や緑豊かな風景 
を提供するなど大切な役割を果たしています。 
　しかし、平坦地域と比べ生産条件が厳しく、高齢化や 
担い手の減少等にともない耕作放棄地が増え、多面的機 
能の低下が懸念されます。 
　そのため、平成12年度から始まった中山間地域等直接 
支払制度を利用し、担い手の育成をはじめ、耕作放棄地 
の発生防止、多面的機能の確保を図ってきました。 
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平
成
十
六
年
度
西
会
津
町
成
人
式
 

が
、
八
月
十
五
日
、
西
会
津
中
学
校
 

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
今
年
、
成
人
式
を
迎
え
た
み
な
さ
 

ん
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
か
 

ら
同
六
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
 

れ
た
方
で
、
男
性
三
十
八
人
、
女
性
 

四
十
九
人
の
計
八
十
七
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
 

　
式
典
前
に
は
、
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
 

ビ
が
作
成
し
た
「
わ
た
し
の
メ
モ
リ
 

ー
二
十
年
」
と
題
し
た
ビ
デ
オ
が
上
 

映
さ
れ
、
小
学
校
や
中
学
校
の
こ
ろ
 

の
な
つ
か
し
い
映
像
に
、
新
成
人
た
 

ち
は
大
き
な
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
 

た
。
 

　
式
で
は
、
山
口
町
長
か
ら
「
み
な
 

さ
ん
が
素
晴
ら
し
い
人
生
を
歩
む
こ
 

と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
先
頭
に
 

立
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
築
い
 

て
い
っ
て
欲
し
い
」
と
、
新
成
人
に
 

お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
松
崎
教
育
委
員
長
、
来
賓
を
 

代
表
し
て
長
谷
沼
町
議
会
議
長
か
ら
 

も
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

                成
人
者
名
簿
か
ら
　
　
　
〔
敬
称
略
〕
 

【
野
沢
地
区
】
三
十
四
人
（
世
帯
主
）
 

一
町
内
　
渡
　

部
　

美
由
紀
（
洋
一
郎
）
 

二
町
内
　
須
　

藤
　

　
　
洋
（
吉
　
鬼
）
 

三
町
内
　
芳
　

賀
　
沙
　

織
（
　
明
　
）
 

　
　
　
　
長
谷
川
　

哲
　

平
（
和
　
典
）
 

四
町
内
　
渡
　

部
　

真
太
郎
（
博
　
人
）
 

　
　
　
　
青
　

木
　
一
　

浩
（
義
　
時
）
 

　
　
　
　
石
　

井
　
麻
　

里
（
　
修
　
）
 

　
　
　
　
柴
　

田
　
隆
　

法
（
俊
　
法
）
 

　
　
　
　
渡
　

部
　
理
　

恵
（
三
留
眞
之
助
）
 

六
町
内
　
佐
　

藤
　
広
　

大
（
幸
　
助
）
 

八
町
内
　
渡
　

部
　
修
　

二
（
　
米
　
）
 

　
　
　
　
白
　

岩
　
美
　

恵
（
新
　
一
）
 

　
　
　
　
山
　

口
　

亜
沙
美
（
文
　
雄
）
 

九
町
内
一
　
青
　

木
　
成
　

江
（
照
　
夫
）
 

　
　
　
　
斎
　

藤
　
美
　

里
（
雄
　
介
）
 

 
 
 
 
佐
　

藤
　

可
奈
子
（
則
　
男
）
 

十
町
内
　
氏
　

家
　
由
　

佳
（
敏
　
雄
）
                   

 
 
 
佐
　

藤
　
杏
　

奈
（
忠
　
一
）
 

 
 
 
 
本
　

間
　
元
　

裕
（
芳
　
巳
）
 

四
 
岐
　
星
　
　

　
光
　

輔
（
美
鶴
雄
）
 

会
津
若
松
市
　
五
十
嵐
　

達
　

郎
（
武
　
美
）
 

芝
 
草
 
風
　

間
　
大
　

輔
（
泰
　
男
）
 

 
 
 
 
清
　

野
　
隆
　

央
（
晴
　
夫
）
 

 
 
 
 
長
　

利
　
大
　

智
（
幸
　
雄
）
 

 
 
 
 
中
　

西
　
里
　

美
（
秀
　
行
）
 

 
 
 
 
三
　

留
　
京
　

子
（
光
　
榮
）
 

 
 
 
 
八
　

幡
　
　
　

輝
（
博
　
行
）
 

堀
 
越
 
滝
　

口
　
　
　

裕
（
　
廉
　
）
 

大
久
保
 
小
　

瀧
　
祐
　

哉
（
祐
　
美
）
 
 

 
 
 
 
清
　

野
　
由
　

美
（
慶
　
久
）
 

　
牧
 
 
伊
　

藤
　
拓
　

也
（
堅
　
悦
）
 

 
 
 
 
江
　

川
　

由
香
利
（
正
　
文
）
 

安
 
座
　
安
　

部
　

　
　
賢
（
昭
　
久
）
 

 
 
 
 
須
　

藤
　
里
　

恵
（
敏
　
雄
）
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鈴木康仁さん 
（向　原） 

　
続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
、
安
 

味
知
香
さ
ん
（
牛
尾
）
に
成
人
証
書
 

が
、
ま
た
、
藤
田
耕
太
さ
ん
（
上
野
 

尻
）
に
記
念
品
が
山
口
町
長
か
ら
手
 

渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、田
澤
恵
梨
さ
ん（
呼
賀
）
 

が
、「
社
会
的
常
識
と
責
任
を
常
に
意
 

識
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
 

向
か
っ
て
進
ん
で
い
き
ま
す
」
と
力
 

強
く
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
大
人
 

と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に
し
て
い
ま
 

し
た
。
 

　
式
典
終
了
後
に
は
、
鈴
木
康
仁
さ
 

ん
（
向
原
）
に
よ
る
意
見
発
表
が
行
 

わ
れ
、
二
十
歳
と
い
う
節
目
の
年
を
 

迎
え
て
の
思
い
や
将
来
の
夢
な
ど
が
 

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
 

【
尾
野
本
地
区
】
二
十
五
人
 

西
　
原
　
三
　

留
　
幸
　

子
（
ナ
ホ
子
）
 

 
 
 
 
野
　

原
　

優
二
郎
（
簗
田
ひ
ろ
み
）
 

 
 
 
 
中
　

田
　
美
　

紀
（
高
橋
テ
ル
子
）
 

森
　
野
　
斎
　

藤
　
加
　

奈
（
廣
　
美
）
 

 
 
 
 
佐
　

藤
　
幸
　

恵
（
茂
　
春
）
 

萱
　
本
　
渡
　

部
　
正
　

樹
（
虎
　
一
）
 

 
 
 
 
斎
　

藤
　

優
貴
子
（
光
　
男
）
 

 
 
 
 
高
　

久
　

め
ぐ
み
（
孝
　
仁
）
 

松
　
尾
 
渡
　

部
　
敏
　

之
（
直
　
美
）
 

 
 
 
 
杉
　

原
　
幸
　

枝
（
徳
　
夫
）
 

 
 
 
 
杉
　

原
　
逸
　

美
（
忠
　
男
）
 

尾
　
登
 
斎
　

藤
　
稔
　

弘
（
一
　
則
）
 

 
 
 
 
斎
　

藤
　
絵
　

里
（
恒
　
明
）
 

下
小
島
 
佐
　

藤
　
　
　

愛
（
三
　
郎
）
 

西
　
林
　
渡
　

部
　
尚
　

子
（
　
敏
　
）
 

 
 
 
 
佐
　

藤
　
辰
　

徳
（
保
　
仁
）
 

 
 
 
 
本
　

間
　

三
紀
子
（
義
　
治
）
 

西
林
東
 
五
十
嵐
　

武
　

志
（
吉
　
男
）
 

さ
ゆ
り
が
丘
　
長
谷
川
や
よ
い
（
　
正
　
）
 

上
小
島
 
佐
　

藤
　
明
　

美
（
敏
　
明
）
 

黒
　
沢
 
斎
　

藤
　
俊
　

輔
（
俊
　
雄
）
 

 
 
 
 
田
　

崎
　
友
　

則
（
昭
　
則
）
 

 
 
 
 
長
谷
川
　
　
健
（
　
優
　
）
 

牛
　
尾
 
安
　

味
　
知
　

香
（
幹
　
夫
）
 

山
　
口
 
高
　

橋
　
香
　

織
（
光
　
雄
）
 

  【
群
岡
地
区
】
十
四
人
 

上
野
尻
　
品
　

川
　
和
　

希
（
和
　
則
）
 

 
 
 
 
成
　

田
　
知
　

美
（
和
　
夫
）
 

 
 
 
 
斎
　

藤
　
孝
　

洋
（
信
　
也
）
 

 
 
 
 
中
　

島
　
哲
　

也
（
和
　
男
）
 

 
 
 
 
斎
　

藤
　

亜
由
美
（
利
　
男
）
  

 
 
 
藤
　

田
　
耕
　

太
（
耕
　
栄
）
 

下
野
尻
 
内
　

海
　
　
　

直
（
正
　
志
）
 

 
 
 
 
菊
　

地
　
淳
　

一
（
芳
　
則
）
 

 
 
 
 
佐
　

藤
　
健
　

二
（
彌
　
市
）
 

徳
　
沢
 
佐
　

藤
　
　
　

武
（
勇
　
一
）
 

白
　
坂
 
佐
　

藤
　
友
　

教
（
教
　
男
）
 

熊
　
沢
 
斎
　

藤
　
慶
　

子
（
辰
　
夫
）
 

 
 
 
 
斎
　

藤
　
照
　

光
（
昭
　
政
）
 

 
 
 
 
斎
　

藤
　
亜
　

起
（
嘉
　
明
）
 

  【
新
郷
地
区
】
　
十
人
 

高
　
目
　
西
　

田
　
　
　

瞳
（
力
　
衛
）
 

小
清
水
　
長
谷
沼
美
友
恵
（
市
　
平
）
 

呼
　
賀
　
伊
　

藤
　

美
和
子
（
正
　
市
）
 

 
 
 
 
田
　

澤
　
恵
　

梨
（
孝
　
博
）
 

平
　
明
 
薄
　
　

　
恵
　

美
（
謙
　
一
）
 

新
　
村
 
薄
　
　
　

恵
　

介
（
英
　
城
）
 

滑
　
沢
 
高
　

橋
　

智
亜
貴
（
賢
　
一
）
 

柴
　
崎
 
石
　

川
　

江
里
子
（
重
　
治
）
 

 
 
 
 
武
　

藤
　
文
　

美
（
文
　
夫
）
 

 
 
 
 
武
　

藤
　
利
　

恵
（
正
　
喜
）
 

  【
奥
川
地
区
】
　
七
人
 

向
　
原
 
鈴
　

木
　
康
　

仁
（
勝
　
則
）
 

新
　
町
 
武
　

藤
　
　
　

晶
（
道
　
廣
）
 

道
　
目
 
猪
　

俣
　

智
佳
子
（
ミ
ヨ
シ
）
 

下
　
松
 
玉
　

木
　
拓
　

哉
（
一
　
郎
）
 

宮
　
野
 
五
十
嵐
　

隆
　

子
（
　
一
　
）
 

 
 
 
　
佐
久
間
　

幸
　

子
（
ひ
ろ
子
）
 

極
　
入
 
佐
　

藤
　
　

　
優
（
義
　
隆
）
 

成
人
証
書
を
受
け
取
る
安
味
知
香
 

さ
ん
（
牛
尾
）
 

   　
他
の
人
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
 

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
に
は
ま
 

だ
大
人
に
な
っ
た
と
い
う
実
感
が
 

あ
ま
り
湧
き
ま
せ
ん
。
自
分
で
は
 

何
と
な
く
二
十
歳
に
な
っ
た
ん
だ
 

な
あ
と
思
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
 

急
に
成
人
と
言
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
 

来
ま
せ
ん
。
本
当
に
自
分
が
成
人
 

に
な
れ
る
の
は
社
会
に
出
て
か
ら
 

な
の
か
な
と
い
う
の
が
正
直
な
感
 

想
で
す
。
 

        　
私
は
今
、
機
械
工
学
の
勉
強
を
 

し
て
い
る
学
生
で
す
。
し
か
し
、
 

学
生
生
活
も
残
り
二
年
と
数
ヵ
月
 

に
な
り
、
こ
れ
か
ら
は
、
少
し
ず
 

つ
大
人
に
な
れ
る
よ
う
に
努
力
し
 

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
 

思
っ
て
い
ま
す
。
 

　
将
来
は
、
体
の
不
自
由
な
人
や
 

高
齢
者
が
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
 

る
機
械
や
道
具
を
作
っ
て
い
き
た
 

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
の
作
っ
 

た
機
械
が
、
将
来
み
な
さ
ん
の
生
 

活
に
役
立
て
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
 

す
。
 

▲
 

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
る
田
澤
恵
梨
 

さ
ん
（
呼
賀
）
 

▲
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　９月１日の「防災の日」を前に、８月 
21日、西会津中学校グラウンドで防災訓 
練が行われました。 
　消防団員や消防署員、地区住民が一体 
となり訓練に参加。地震発生により火災 
等の災害が起きたという想定のもと、通 
報や非難、救助、初期消火、放水などが 
行われました。 
　参加したみなさんは、いつ発生するか 
分からない災害に備え、本番さながらに 
訓練に取り組んでいました。 

　７月24日に白河市で行われた中体連県大会で、西中 
卓球部女子が団体戦で東北大会を決めたことから、30 
日、代表して部長の白岩奈津美さんが町役場を訪れ、 
山口町長に出場報告をしました。 
　中学校でラケットを手にしたという部員がほとんど 
という西中卓球部女子ですが、設立３年目ながら東北 
大会出場を果たしました。 
　８月６日から岩手県水沢市で開催された東北大会で 
は、惜しくも予選敗退となりましたが、福島県代表の 
名に恥じない試合を展開していました。 

　
沖
縄
県
大
宜
味
村
と
の
夏
季
交
流
が
 

８
月
４
日
か
ら
７
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
 

れ
、
町
内
の
小
学
６
年
生
　
人
、
中
学
 

生
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
町
内
の
児
童
生
徒
た
ち
は
、
大
宜
味
 

村
の
児
童
生
徒
た
ち
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
 

な
ど
に
よ
る
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
た
後
、
 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
お
互
い
に
交
流
を
深
 

め
合
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
首
里
城
を
は
じ
め
、
沖
縄
の
 

豊
か
な
自
然
や
文
化
、
ま
た
戦
争
の
悲
 

惨
さ
な
ど
も
学
ん
で
い
ま
し
た
。
 

　
町
道
芝
草
西
林
線
「
芝
草
橋
」
の
開
 

通
式
が
、８
月
３
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
開
き
な
ど
に
 

続
い
て
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
、
地
域
住
 

民
な
ど
大
勢
の
人
が
「
芝
草
橋
」
を
渡
 

り
、
橋
の
完
成
と
新
し
い
道
路
の
完
成
 

を
祝
い
ま
し
た
。
 

　
今
回
開
通
し
た
の
は
、
町
道
上
原
西
 

２
号
線
Ｔ
字
路
か
ら
町
道
野
沢
中
央
線
 

ま
で
の
　
ｍ
の
区
間
で
、
さ
ゆ
り
公
園
 

と
野
沢
町
内
、
さ
ら
に
は
国
道
　
号
と
 

が
結
ば
れ
、
地
域
の
活
性
化
が
大
い
に
 

図
ら
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
 

360

49

14

10
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外
科
に
 

行
く
の
ね
 

○40歳以上の女性に、視触診とマンモグラフィ（Ｘ 
　線撮影）を併用し、２年に１回実施。 
 
○施設検診（町が契約している医療機関での検診） 
　のみを実施します。 
 
※　町では、偶数年齢の方（40・42・44・46・48 
　歳……）を対象とします。 

どのように変わるの？  

こ　れ　か　ら 

○30歳以上の女性に、視 
　触診を毎年実施。 
 
○集団検診と施設検診の 
　うち、どちらかを受診。 

今　ま　で 

  　
・
　
歳
代
か
ら
増
加
し
て
い
る
。
 

 　
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
っ
て
、
視
触
診
だ
 

　
　
け
で
は
分
ら
な
い
、
早
期
が
ん
が
発
見
で
 

　
　
き
る
。
 

 　
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
併
用
の
検
診
で
は
、
２
 

　
　
年
に
１
回
で
も
毎
年
受
診
し
た
場
合
と
ほ
 

　
　
ぼ
同
様
の
効
果
が
あ
る
。
 

　
昨
年
、
国
で
乳
が
ん
検
診
の
実
施
方
法
、
対
 

象
年
齢
等
に
つ
い
て
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
受
け
、
町
で
も
本
年
度
、
乳
が
ん
検
診

の
実
施
方
法
を
変
更
し
ま
し
た
。
 

見
直
し
が
行
わ
れ
た
理
由
 

検
診
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
 

こ
ん
な
人
は
特
に
気
を
つ
け
よ
う
 

こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
 

　
　
　
　
　
　
す
ぐ
に
受
診
を
 

  　
乳
が
ん
は
　
人
に
１
人
の
割
合
で
か
か
る
身

近
な
病
気
で
す
。
で
も
、
早
期
発
見
で
き
れ
ば
、
 

乳
房
を
温
存
す
る
手
術
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
 

死
亡
率
も
減
少
し
ま
す
。
 

　
検
診
の
間
隔
が
２
年
に
な
る
た
め
、
一
度
受
 

け
な
い
と
次
回
ま
で
間
が
空
く
こ
と
に
な
り
ま
 

す
。
検
診
の
対
象
に
な
っ
た
ら
、
必
ず
受
け
ま
 

し
ょ
う
。
 

           　
乳
房
の
し
こ
り
や
へ
こ
み
、
乳
頭
の
引
き
つ
 

れ
、た
だ
れ
、異
常
分
泌
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
 

「
外
科
」
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
 

        　
乳
房
の
異
常
に
す
ぐ
気
が
つ
け
る
よ
う
、
保
 

健
指
導
員
か
ら
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
を
参
考
に
、
 

自
己
検
診
を
毎
月
行
い
ま
し
ょ
う
。
 

30

40
①バターなど脂肪分 
　の多い物を好む。 

②近親者に乳がんを 
　患った人がいる。 

③初産年齢が高い。 
　出産経験が少ない、 
　又はない。 

④初経が早く、閉経 
　が遅い。 

⑤今までに乳腺炎な 
　ど乳腺疾患にかか 
　ったことがある。 

⑥肥満気味。 



8

国際交流員 
マイケル・レドヴィンカ 

     　
　
　
　
　
日
本
で
私
が
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
に
 

　
　
　
　
つ
い
て
話
す
と
、
日
本
人
は
「
ア
メ
 

　
　
　
　
リ
カ
に
行
く
の
は
少
し
怖
い
」と
か
、
 

　
　
　
　「
ア
メ
リ
カ
は
危
険
で
す
ね
」の
よ
う
 

な
こ
と
を
時
々
言
い
ま
す
。
自
分
の
国
が
悪
い
 

と
こ
ろ
だ
と
思
い
た
く
な
い
の
で
す
が
、事
実
、
 

ア
メ
リ
カ
は
日
本
よ
り
も
犯
罪
が
多
く
て
危
険
 

な
国
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
が
今
ま
で
 

経
験
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
は
怖
い
も
 

の
で
は
な
く
、
普
通
の
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
れ
ば
 

同
じ
こ
と
を
言
う
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
た
 

く
さ
ん
の
日
本
人
が
思
う
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
と
い
 

う
国
は
怖
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

　
ア
メ
リ
カ
に
も
、
危
険
な
場
所
と
そ
う
じ
ゃ
 

な
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
田
舎
や
小
 

さ
な
町
は
危
険
じ
ゃ
な
い
で
す
。
西
会
津
み
た
 

い
な
町
は
ア
メ
リ
カ
で
も
安
全
で
す
。し
か
し
、
 

も
っ
と
大
き
な
町
に
は
危
険
な
場
所
が
あ
り
ま
 

す
。
私
の
ふ
る
さ
と
の
ア
セ
ン
ズ
市
は
、
会
津
 

若
松
市
と
だ
い
た
い
同
じ
人
口
で
す
。
ア
セ
ン
 

ズ
市
に
は
い
ろ
い
ろ
と
危
険
な
場
所
が
あ
り
ま
 

す
。
そ
う
い
う
場
所
は
、
夜
中
に
絶
対
近
づ
か
 

な
い
し
、
昼
間
で
も
あ
ま
り
近
づ
か
な
い
方
が
 

良
い
で
す
。
車
の
中
だ
と
そ
う
い
う
場
所
で
も
 

あ
ま
り
危
険
じ
ゃ
な
い
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
ち
 

ょ
っ
と
怖
い
で
す
。
し
か
し
、
同
じ
町
で
も
全
 

然
危
な
く
な
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。
私
の
住
ん
 

で
い
た
と
こ
ろ
は
、
夜
中
の
２
時
に
一
人
で
歩
 

い
て
い
て
も
安
全
で
す
。町
の
中
心
地
の
場
合
、
 

昼
は
大
丈
夫
で
も
、
夜
だ
と
危
険
な
場
所
が
あ

り
ま
す
。
夜
は
、
明
る
く
て
、
人
が
た
く
さ
ん
 

  　
夏
休
み
を
利
用
し
て
、「
奥
川
ク
ラ
ブ
こ
め
ら

っ
子
」と「
に
し
あ
い
づ
 わ
ん
ぱ
く
塾
」の
二
つ

の
少
年
教
室
で
、宿
泊
合
宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
７
月
　
日
か
ら
８
月
１
日
に
行
わ
れ
た
「
奥
 

川
ク
ラ
ブ
こ
め
ら
っ
子
」
の
宿
泊
合
宿
に
は
、
 

　
人
の
児
童
が
参
加
し
、
奥
川
小
学
校
を
拠
点
 

に
活
動
し
ま
し
た
。
 

　
滝
坂
地
区
の
地
滑
り
対
策
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
 

見
学
や
野
外
炊
飯
、
西
勝
寺
で
の
座
禅
な
ど
、

珍
し
い
体
験
を
し
ま
し
た
。
特
に
、
地
滑
り
対

策
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
で
は
、
鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど

の
天
然
ク
ー
ラ
ー
が
効
い
て
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、「
に
し
あ
い
づ
 
わ
ん
ぱ
く
塾
」
の
宿
 

泊
合
宿
は
、
８
月
４
日
か
ら
５
日
に
行
わ
れ
、
 

参
加
し
た
　
人
が
安
座
集
会
所
を
拠
点
と
し
て

活
動
し
ま
し
た
。
 

　
弘
法
岩
ま
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
川
遊
び
、
そ
 

し
て
火
起
こ
し
や
カ
レ
ー
作
り
、
ナ
イ
ト
ハ
イ
 

ク
な
ど
を
行
い
、
仲
間
と
協
力
し
て
充
実
し
た
 

時
間
を
過
し
ま
し
た
。
川
遊
び
で
は
、
ア
ブ
や
 

メ
ジ
ロ
の
大
群
が
押
し
寄
せ
て
来
る
ハ
プ
ニ
ン
 

グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
思
い
出
に
残
る
 

体
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
 

　
ど
ち
ら
の
教
室
の
参
加
者
も
、
一
晩
と
は
い
 

え
親
元
を
離
れ
た
生
活
を
送
り
、
仲
間
と
協
力
 

す
る
こ
と
や
自
分
か
ら
進
ん
で
行
動
す
る
こ
と
 

の
大
切
さ
、
家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
実
感
 

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
 

　
帰
る
こ
ろ
に
は
、
参
加
者
か
ら
「
家
で
も
自
 

分
で
カ
レ
ー
を
作
っ
て
み
よ
う
。」
、「
今
度
キ
 

ャ
ン
プ
に
行
っ
た
ら
、
自
分
で
火
を
起
こ
し
て
 

み
た
い
。」な
ど
の
言
葉
が
聞
か
れ
、
日
に
焼
け
 

た
顔
が
、
一
段
と
た
く
ま
し
く
見
え
ま
し
た
。
 

31

34

22

天国と‥‥を体験！ 

〜
少
年
教
室
宿
泊
学
習
〜
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超ー気持ちいい瞬間です！ 

全てを出し切る！（昨年の会津一周駅伝から） 

い
る
と
こ
ろ
に
い
る
と
心
配
は
な
い
の
で
す
が
、
 

暗
い
と
こ
ろ
に
は
一
人
で
入
ら
な
い
方
が
良
い
 

で
す
。
 

　
ア
セ
ン
ズ
市
よ
り
大
き
な
町
は
、
や
は
り
も
 

っ
と
危
険
で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ
シ
ン
ト
 

ン
み
た
い
な
町
の
危
険
な
場
所
は
、
本
当
に
危
 

な
く
て
、
昼
間
で
も
入
っ
て
は
「
ダ
メ
」
と
い
 

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
大
き
な
町
で
 

も
ア
セ
ン
ズ
市
み
た
い
に
危
険
な
場
所
と
そ
う
 

じ
ゃ
な
い
場
所
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
そ
ん
 

な
町
で
も
、
夜
中
に
町
の
中
心
地
に
行
っ
て
遊
 

ぶ
の
は
普
通
の
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
大
き
な
 

町
の
中
心
地
に
あ
る
、
狭
く
て
暗
い
道
に
（
特
 

に
一
人
で
）
入
る
の
は
ダ
メ
で
す
。
 

　
ア
メ
リ
カ
の
町
の
危
険
性
に
つ
い
て
説
明
す
 

る
と
、
「
で
も
、
ど
こ
が
危
険
な
の
か
分
か
り
 

ま
せ
ん
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
私
は
そ
ん
な
 

不
安
な
気
持
ち
が
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
ア
 

メ
リ
カ
の
本
当
に
危
険
な
場
所
は
、
普
通
、
古
 

く
て
汚
い
場
所
な
の
で
、
危
険
だ
と
分
か
り
に
 

く
く
は
な
い
は
ず
で
す
。
そ
れ
に
、
そ
ん
な
場
 

所
に
行
く
理
由
が
な
い
の
で
、
入
る
可
能
性
は
 

低
い
で
す
。
町
の
中
心
地
で
遊
ん
だ
り
、
観
光
 

し
た
り
す
る
場
合
は
、す
で
に
話
し
た
よ
う
に
、
 

夜
中
に
暗
い
道
や
人
が
い
な
い
場
所
を
歩
か
な
 

け
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。
 

　
最
後
に
、
少
し
面
白
い
こ
と
を
教
え
ま
し
ょ
 

う
。
そ
れ
は
、
私
が
ア
メ
リ
カ
に
い
た
と
き
、
 

ア
メ
リ
カ
人
に
私
が
日
本
に
行
く
こ
と
を
教
え
 

る
と
、
「
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
危
険
か
も
し
 

れ
ま
せ
ん
。
」
と
時
々
言
わ
れ
ま
す
。
私
は
そ
 

れ
を
聞
く
と
、
ち
ょ
っ
と
笑
い
た
く
な
り
ま
す
 

が
、
相
手
の
考
え
方
は
理
解
で
き
ま
す
。
そ
の
 

人
に
は
日
本
は
と
て
も
遠
い
「
外
国
」
で
す
。
 

世
界
中
の
人
に
と
っ
て
「
外
国
」
と
い
う
の
は
 

少
し
怖
い
と
こ
ろ
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
 

　教 室 名 
親子スイミング 
水中ウォーキング 
卓　　　　球 

グランドゴルフ
 

 

ぺ タ ン ク
 

 
エアロビクス 
レクダンス  
ストレッチ  

日 
3・10 
17・24 
14・28 
1・8・15 
22・29 

9
 
 

11・25 
3・17 
20

曜日 

金
 
 
火 

水 
 
木
 
 
土 
金 
月 

時　間 

18：30～
 

 
19：00～ 

13：30～ 
 

13：30～
 

 
19：00～ 
13：30～ 
19：00～ 

　　会　　　場 

さゆり公園室内プール
 

 
さゆり公園体育館 
さゆり公園多目的広場 
※雨天時は、すぱーく西会津 
ふ れ あ い 広 場  
※雨天時は、すぱーく西会津 
 
西 会 津 町 公 民 館 

   
若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
の
絶
妙
な
コ
ン
ビ
ネ
ー
 

 
シ
ョ
ン
が
勝
利
を
も
た
ら
す
 

　
　
 
 
〜
町
長
旗
争
奪
野
球
大
会
〜
 

　
　
回
目
を
迎
え
た
町
長
旗
争
奪
野
球
大
会
が
、
 

８
月
　
日
（
日
）
に
、
さ
ゆ
り
公
園
野
球
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
町
公
民
館
と
体
育
協
会
の
主
催
、
町
野
球
協
 

会
の
主
管
で
行
わ
れ
、
全
五
地
区
か
ら
チ
ー
ム
 

が
出
場
し
、
こ
の
時
期
と
し
て
は
爽
や
か
な
天
 

候
の
も
と
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
決
勝
は
、
野
沢
対
尾
野
本
の
戦
い
と
な
り
、
 

ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
若
手
と
老
練
な
ベ
テ
ラ
ン
の
 

プ
レ
ー
が
噛
み
合
っ
た
野
沢
チ
ー
ム
の
優
勝
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
対
戦
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

◇
一
回
戦
　
　
野
　
沢
　
６
―
２
　
群
　
岡
 

◇
準
決
勝
　
　
尾
野
本
　
　
―
１
　
新
　
郷
 

　
　
　
　
　
　
野
　
沢
　
８
―
１
　
奥
　
川
 

◇
決
　
勝
　
　
野
　
沢
　
７
―
３
　
尾
野
本
 

  　
町
駅
伝
チ
ー
ム
の
結
団
式
と
本
年
度
一
回
目
 

の
合
同
練
習
会
を
９
月
4
日
（
土
）
に
さ
ゆ
り
 

公
園
で
行
い
ま
す
。
 

　
昨
年
以
上
の
成
績
を
目
指
し
て
個
人
練
習
を
 

積
み
重
ね
て
き
た
選
手
の
み
な
さ
ん
は
、今
後
、
 

チ
ー
ム
の
結
束
力
を
高
め
る
た
め
、
合
同
練
習
 

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

             　
駅
伝
大
会
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
◇
喜
多
方
地
方
広
域
ふ
る
さ
と
駅
伝
 

　
 
日
　
時
　
９
月
　
日
（
日
）
 

　
　
　
 
 
　
午
前
９
時
　
分
ス
タ
ー
ト
 

 
 
コ
ー
ス
　
さ
ゆ
り
公
園
多
目
的
広
場
 

 
 

　
　
　
　
　
 
喜
多
方
市
押
切
川
体
育
館
前
 

　
◇
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
 

　
 
日
　
時
　
　
月
　
日
（
日
）
 

　
　
 
 
　
　
午
前
８
時
ス
タ
ー
ト
 

　
 
コ
ー
ス
　
白
河
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
 

 　
　
　
　
　
 
福
島
県
庁
前
 

  　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
そ
し
て
食
欲
の
秋
が
間
も
 

な
く
や
っ
て
来
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
、
今
年
、
 

ど
ち
ら
で
過
す
予
定
で
す
か
。
 

　
西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
 

を
し
た
い
が
、
き
っ
か
け
を
つ
か
め
な
い
人
や
 

尻
込
み
し
て
い
る
人
な
ど
を
応
援
し
ま
す
。
　
 

　
気
軽
に
参
加
で
き
る
種
目
が
多
数
あ
り
ま
す

の
で
電
話
な
ど
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
９
月
の
教
室
開
催
に
つ
い
て
は
、
次
 

の
と
お
り
で
す
。
 

                     【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
公
民
館
体
育
振
興
係
 
　
 
 
│
３
２
４
４
 

45

26

37
22

11

21

11

15
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みんなの広場 みんなの広場 
秦
　
　
貞
継
 

　
　
〔
萱
　
本
〕
 
さ ん 

あ
な
た
の
お
宝
写
真
は
？
 

　
（
以
前
、
空
手
の
大
会
で
入
賞
し
た
 

　
と
き
、
ゲ
ス
ト
で
来
て
い
た
小
比
類
 

　
巻
選
手
（
Ｋ
―
１
ミ
ド
ル
級
、
日
本
 

　
代
表
）
と
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
。
 

　
快
く
写
真
撮
影
に
応
じ
て
く
れ
た
優
 

　
し
い
人
で
し
た
。）
 

あなたの趣味は？ 
　趣味：空手、釣り、アウト 
　　　　ドア 
 
熱中していることは？ 
　子どもたちの空手の育成 

自分を一言で表現するとしたら？ 
　不器用でも、一生懸命頑張る 
 
最近感動したことは？ 
　初の空手大会の開催のとき、 
保護者の方々が時間を惜しま 
ず協力してくれたこと 
 
あなたのモットーは？ 
　温故知新 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｎ．Ｗさん（上小島） 

　
「
み
ん
な
に
『
お
い
し
い
』
っ
て
食
べ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
喜
び
で
 

す
」
 

　
今
月
は
、
柴
崎
の
武
藤
和
子
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
 

　
武
藤
さ
ん
は
、
平
成
９
年
　
月
に
行
わ
れ
た
中
嶋
常
允
先
生
の
講
演
 

を
き
っ
か
け
に
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
栽
培
に
取
り
組
み
、
今
年
で
７
年
目
に
 

な
る
そ
う
で
す
。
 

　
「
講
演
で
、
中
嶋
先
生
が
『
体
の
た
め
に
良
い
』
と
い
う
内
容
の
話
 

し
を
し
て
い
た
ん
で
す
。『
食
改
』
を
や
っ
て
い
る
私
は
、
体
の
た
め
に
 

良
い
の
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
た
め
に
も
な
る
と
考
え
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
 

の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
」
 

　
３
年
く
ら
い
前
か
ら
学
校
給
食
な
ど
に
も
ミ
ネ
ラ
ル
米
や
野
菜
を
提
 

供
し
て
い
る
武
藤
さ
ん
。
 

　
「
子
ど
も
た
ち
に
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
米
や
野
菜
を
食
べ
て
、
心
身
と
も
 

に
健
康
に
育
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
 

と
、
そ
ん
な
気
持
ち
を
込
め
な
が
ら
栽
培
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
 

　
他
に
も
、
食
生
活
改
善
推
進
員
や
健
康
運
動
推
進
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
 

ア
活
動
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
武
藤
さ
ん
。
 

　
「
体
を
動
か
す
こ
と
 

が
好
き
な
ん
で
す
。
そ
 

れ
に
、
体
を
動
か
す
こ
 

と
が
私
の
『
健
康
の
バ
 

ロ
メ
ー
タ
ー
』
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
」
 

と
も
話
し
て
く
れ
ま
し
 

た
。
 

　渡部和徳さん（８月号から） 
◆  メッセージ  ◆ 
　これからも、ご指導お願いします。 
オスッ！！ 

10
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不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家
屋
 

を
取
得
し
た
毎
に
１
度
だ
け
納
め
て
 

い
た
だ
く
県
の
税
金
で
す
（
固
定
資
 

産
税
は
市
町
村
、
登
録
免
許
税
は
国
 

の
税
金
で
す
）
。
 

　
住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
て
か
ら
 

３
年
以
内
に
住
宅
を
新
築
（
中
古
住
 

宅
の
場
合
は
、
１
年
以
内
に
取
得
）
 

し
た
と
き
か
、
住
宅
を
取
得
後
１
年
 

以
内
に
そ
の
建
物
の
土
地
を
取
得
し
 

た
場
合
に
、
取
得
さ
れ
た
住
宅
用
土
 

地
に
か
か
る
不
動
産
取
得
税
を
減
額
 

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
（
住
宅
の
総
 

 

床
面
積
が
　
㎡
以
上
　
㎡
以
下
で
あ
 

る
こ
と
）
。
 

　
そ
の
他
、
公
共
事
業
で
収
容
さ
れ
 

た
と
き
や
、
災
害
・
火
災
を
受
け
た
 

と
き
等
の
「
減
免
」
制
度
も
あ
り
ま
 

す
（
一
定
の
条
件
が
必
要
で
す
）
。
 

　
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
本
人
か
ら
の
 

申
請
に
よ
り
減
額
・
減
免
す
る
も
の
 

で
す
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
 

方
は
、
住
宅
の
要
件
及
び
必
要
書
類
 

に
つ
い
て
、
次
の
と
こ
ろ
に
お
問
い
 

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
 

 
　
県
税
部
不
動
産
取
得
税
チ
ー
ム
 

 
 
 
０
２
４
２
│
　
│
５
２
５
４
 

  　
平
成
　
年
５
月
に
「
裁
判
員
の
参
 

加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
 

が
成
立
し
た
こ
と
か
ら
、
５
年
以
内
 

に
裁
判
員
制
度
が
実
施
さ
れ
る
予
定
 

で
す
。
 

　
裁
判
員
制
度
と
は
、
　
歳
以
上
の
 

国
民
の
み
な
さ
ん
に
裁
判
員
と
し
て
 

刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
被
 

告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の
場
 

合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
裁
判
 

官
と
一
緒
に
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
 

す
。
 

　
詳
し
く
は
、
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
 

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
 

　http://w
w
w
.courts.go.jp/

 

   　
法
務
局
で
は
、
法
務
局
が
取
り
扱
 

う
登
記
、人
権
擁
護
、戸
籍
、国
籍
、
 

供
託
な
ど
に
つ
い
て
、「
法
務
な
ん
で
 

も
無
料
相
談
所
」
を
次
の
と
お
り
開
 

設
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
く
だ
 

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
 

　
▼
日
時
　
９
月
　
日
（
日
）
 

 
 
 
 
 
午
前
　
時
〜
午
後
４
時
 

　
▼
場
所
　
会
津
若
松
市
中
央
公
民
館
 

　
ま
た
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
併
せ
 

て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
　
　
　
０
２
４
│
　
│
２
０
２
１
 

 
 
 
 
０
２
４
│
　
│
１
１
５
５
 

 
 
 
 
０
２
４
│
　
│
１
１
７
４
 

29

534536536
1210

50

16

20

240

■投票できる人 
　・投票日の９月５日までに満20歳になる人。 
　　（昭和59年９月６日までに生まれた人） 
　・平成16年５月18日までに転入の届出をした人で、 
　　引き続き西会津町に住んでいる人。 
■期日前投票 
　・投票日に仕事や、旅行などで投票所で投票でき 
　　ない人は、「期日前投票」をすることができま 
　　す。 
 
　　　期間：９月４日（土）まで 
　　　時間：午前８時30分～午後８時 
　　　場所：「期日前投票所」役場前駐車場 
　　　　　投票所入場券をお持ちください 
 
■不在者投票 
　・病院、老人ホームまたは滞在先市町村での「不 
　　在者投票」は、従来どおり行われます。 

投票日は　9月5日（日） 

　「広報にしあいづ」では、町政施行50周年を記念 
し、町民のみなさんから「思い出の写真」を募集し 
ます。 
　　■募集期間　１０月１５日（金）   
　　■受付場所　企画調整課 
　　　　※応募写真は、返却いたします。 
【問い合わせ先】 
　　　企画調整課　　４５―４５３６ 

第17回福島県知事選挙 
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喜　多　　　昭（76）　学　　　父　　9町内1 

相　原　靜　枝（84）芳　子　　母　　9町内2 

佐　藤　マツノ（108）　守　　　祖母　　さゆりの園 

高　津　貞　江（85）マ　サ　　夫　　下野尻 

海　沼　安　子（78）良　雄　　母　　荒　木 

武　藤　勝　之（68）　求　　　父　　柴　崎 

井　上　喜代次（75）　靜　　　父　　新　町 

井　上　佳　久（77）リキ子　　夫　　新　町 

◆日時　９月 7日（火） 
　　　　　　27日（月） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

9月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

9月10日（金） 納期限 

9月30日（木） 納期限 

○国民健康保険税第3期 
○介護保険料第4期 

人　口　　８，９４４人　　　＋　５人 
　男　　　４，３４４人　　　＋　２人 
　女　　　４，６００人　　　＋　３人 
世　帯　　２，９７１世帯　　－　２世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

鶴　山　浩之介　　晃浩・美紀子　芝　草 

長谷川　寛　奈　　一広・三恵子　松　尾 

七　見　颯　太　　和宏・泉　　　西林東 

武　藤　愛　美　　勝己・じゅん　滑　沢 

矢　部　ひなた　　重勝・さゆり　真ヶ沢 

こう の すけ 

な かん 

そう 

あい 

た 

み 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

5 
（日） 

12 
（日） 

19 
（日） 

20 
（月） 

23 
（木） 

26 
（日） 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

5 
（日） 
12 
（日） 
19 
（日） 
20 
（月） 
23 
（木） 
26 
（日） 

猪苗代町 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
塩 川 町 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 

斉 藤 歯 科  
佐 野 歯 科  
猪 俣 歯 科  
け い こ 歯 科  
大 塚 歯 科  
シ ン ド ウ 歯 科  
斎 藤 歯 科  
鈴 木 歯 科  
小 久 保 歯 科  
高 島 歯 科  
小 汲 歯 科  
高 島 （ 慎 ）歯科  

0242（66）2341 
0242（22）1726 
0242（83）3100 
0242（29）0550 
0241（21）1188 
0242（22）1363 
0241（27）7711 
0242（28）2125 
0242（83）2421 
0242（22）2539 
0241（22）0154 
0242（27）7557

佐 原 病 院  
山田産婦人科医院 
荒川胃腸科内科クリニック 
浜 崎 小 児 科 医院  
蛯谷整形外科医院 
県 立 喜 多 方病院  
渡 邉 小 児 科医院  
さいとう内科胃腸科クリニック 
いいづかファミリークリニック 
前 田 眼 科 医 院  
坂下厚生総合病院 
小 野 病 院  
あきもと整形外科クリニック 
遠山胃腸科内科医院 
佐 藤 病 院  
古 川 産 科 婦人科  
鳴 瀬 病 院  
い と う 眼 科  
ク リ ニ ッ ク高谷  
わたなべクリニック 
仙波耳鼻咽喉科医院 
有 隣 病 院  
猪 俣 医 院  
手 塚 医 院  
いとう子どもクリニック 
舟田クリニック産科婦人科 
佐 原 病 院  
入 澤 病 院  
佐藤内科小児科医院 
森 田 小 児 科医院  
えんどうクリニック 
菅 原 医 院  

0241（22）5321 
0241（22）6300 
0242（32）2201 
0242（27）0951 
0242（24）6511 
0241（22）2181 
0241（22）3133 
0242（38）3717 
0242（32）3330 
0242（27）0707 
0242（83）3511 
0241（22）0414 
0241（21）1515 
0242（24）8911 
0242（26）3515 
0242（27）0021 
0241（24）3333 
0241（22）5900 
0242（27）3680 
0242（24）0506 
0242（26）4133 
0241（24）5021 
0241（22）0264 
0242（27）5618 
0242（27）4601 
0242（23）1103 
0241（22）5321 
0241（22）0267 
0242（27）3786 
0242（27）7686 
0242（33）0700 
0242（83）2311

　
　
　
　
　
　
朝
晩
め
っ
き
り
涼
し
 

　
　
　
　
　
く
な
り
、
夏
の
あ
の
暑
 

　
　
　
　
　
さ
は
ど
こ
へ
行
っ
て
し
 

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
あ
た
り
か
ら
聞
 

こ
え
て
く
る
の
は
、
虫
の
音
や
お
囃
 

子
を
練
習
す
る
笛
の
音
。
▲
今
年
、
 

何
か
夏
ら
し
い
こ
と
を
し
た
か
な
ぁ
 

と
考
え
て
み
る
と
、
風
邪
で
寝
込
ん
 

で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
盆
踊
り
大
会
 

の
取
材
以
外
思
い
当
た
る
も
の
が
…
。
 

▲
例
年
に
な
い
ほ
ど
の
日
本
勢
の
メ
 

ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
く
ア
テ
ネ
オ
リ
 

ン
ピ
ッ
ク
で
さ
え
も
見
過
ご
し
て
い
 

る
自
分
。
▲
本
当
に
８
月
は
あ
っ
と
 

い
う
間
に
過
ぎ
去
り
、
「
夏
休
み
」
 

と
い
う
心
と
き
め
く
言
葉
も
遠
く
な
 

っ
て
し
ま
っ
た
な
ぁ
。
 

青 

青 


